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研究者の⾃由な交流、まず神経科学から 

―The Science Bridge イニシアチブを設⽴― 
概要 

 世界中の科学研究者の交流を促進し、学術全体の発展を⽬指す 

“The Science Bridge”イニシアチブ(事務局：スペイン the 

Achucarro Basque Center for Neuroscience)が発⾜しました。

あわせて、林康紀 京都⼤学教授、駒井章治 奈良先端科学技術⼤

学院⼤学准教授(兼 The Science Bridge Advisory Board メンバ

ー)、福永泉美 沖縄科学技術⼤学院⼤学准教授、ベアン・クン 同

准教授ら賛同者 122 ⼈による声明⽂が 11 ⽉ 15 ⽇、Neuron 誌

に掲載されました。なお、イニシアチブ⾃体の賛同者には野依良治 科学技術振興機構 CRDS センター⻑ら 29 ⼈のノ

ーベル賞受賞者を含め、計２００⼈以上の科学者が名を連ねています。 

戦争など国際関係上の問題や経済問題もあり、共同研究や研究者交流が盛んにおこなわれる地域は限られているの

が現状です。イニシアチブは分野、地域を問わずあらゆる研究者の交流を促進し、学術の発展を加速させることを⽬

的としています。その端緒として神経科学分野でアラブ・⻄アジア-⻄側の垣根を取り払う、研究者のコラボレーショ

ンに取り組み、⻑期的にはアラブ世界と⻄側諸国双⽅に独⾃の研究所”Twin Institutes”の設⽴を⽬指します。その過

程でアラブ世界出⾝の学⽣や若⼿研究者のトレーニングを⾏い、⺟国も交えた頭脳循環を促します。 

イニシアチブで最初に取り組む神経科学は極めて分野横断的な領域です。⽣理学や分⼦⽣物学はもちろん、化学、

物理学、情報学に⾄るまで⾃然科学分野に⼤きくまたがっているため、多くの研究者を巻き込むことができるでしょ

う。加えて、対象とする現象や疾患は世界のあらゆる地域の⼈々の⽣活と深くかかわっています。うつ病や PTSD、ア

ルツハイマー病といった神経に関わる疾患は⻄側諸国、アラブ世界のどちらでも⼤きな課題です。中には環境により

症状や適切な治療法が異なるものもあるため、イニシアチブを通して研究フィールドをアラブ世界にも広げることは

疾患や現象を総合的に理解するためにも重要だと⾔えるでしょう。多⽂化、多地域の研究者による多様性の⾼い環境

や⼀般の⽅とのコミュニケーションは研究の⽣産性の観点からも⽋かせません。将来的には洋の東⻄を問わずあらゆ

る地域、分野を視野にいれた活動を⽬指していきます。 

参考 URL: thesciencebridge.org   twitter: @tsbglobal 

配布先：永⽥クラブ・経済研究会、⽂部科学記者会、科学記者会、京都⼤学記者クラブ、奈良県⽂化教育

記者クラブ、学研都市記者クラブ、⼤阪科学・⼤学記者クラブ、沖縄県政記者クラブ 

解禁時間：なし  

＜論⽂タイトルと著者＞ 

タイトル：Building Bridges through Science 

著者：Thomas Lissek, et al.  

DOI：10.1016/j.neuron.2017.09.028 

掲載誌：Neuron 

＜お問い合わせ先＞  
奈良先端科学技術⼤学院⼤学  

バイオサイエンス研究科 准教授 駒井章治 

TEL: 0743-72-5418 

E-mail: skomai@bs.naist.jp 


